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このマニュアルで使用される記号

危険：この記号は明らかに危険で、回避しないと死または深刻な怪我に至る状

況を示します。この項目は、怪我の危険が伴う事故を警告するもので、物的な損

害に限定される事故を警告するためには使用されません。

警告：この記号は潜在的に危険で、回避しないと死または深刻な怪我に至る可能

性のある状況を示します。この項目は、怪我の危険が伴う事故を警告するもので、

物的な損害に限定される事故を警告するためには使用されません。

注意： この記号は潜在的に危険で、回避しないと軽傷または中程度の怪我に至る

可能性のある状況を示します。また、危険な行為や潜在的な物品損害の可能性を

警告する場合もあります。

注意：注意する必要がある重要な追加情報を提供します。
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はじめに

Magnus™ 400 Quantum プレートセッター（MCU 付きおよび MCU なし）の運用

管理に先立ち、この「安全上のご注意」をよくお読みください。

この製品はレーザー安全基準 IEC60825-1 および USA 21 CFR 1040 に基づく

クラス 1 レーザー製品です。したがって、「安全上のご注意」を守って運用

していただく限り、危険なレーザー光が照射されることはありません。

Magnus 400 Quantum の「安全上のご注意」の要点

1. プレートセッターの外側ドア、および内部の保護壁はすべて、傷や割

れがなく、完全な状態であることを確認してください。

2. レーザーその他のインターロック機構の強制解除はしないでください。

3. レーザー サーマル ヘッドとドラムの間に物をはさまないでください。

4. 内部のドアやカバーを開けないでください。工具を使用しないでくだ

さい。

5. 上記のいずれかに問題がある場合はプレートセッターの使用をやめ、

サービス エンジニアにお問い合わせください。

プレートセッターの設計、製造に当たっては、オペレータやサービス担当

者を危険にさらすことのないよう、特段の注意を払いました。

プレートセッターの運用、管理に際しては、自分自身だけでなく周囲の

人の安全も保つため、この「安全上のご注意」をよく読んで守ってください。 

注意：この資料は Magnus 400 Quantum および MCU 付き Magnus 400 Quantum を
対象としたものです。

警告：レーザー光やその照射には、目に見えるものと見えないものがあります。
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装置の外観

プレートセッター

図 1：Magnus 400 マニュアル ローダー プレートセッターの前面

フロント ドア

前面パネル

左サイド ドア
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図 2：プレートセッターの背面

図 3：この番号の図版はありません

上部リア ドア

下部リア パネル
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MCU 付きプレートセッター

図 4：MCU 付き Magnus 400

図 5：トレイを引き出した状態の MCU

MCU 上部ドア

MCU
サイド ドア
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図 6：左ドアを開いた状態の MCU

MCU の左ドア

MCU 内部の
サイド カバー



8  Magnus 400 Quantum Family 安全上のご注意

 

設置時の安全上の注意

設置作業は認定サービス担当者にお任せください。

Magnus 400 Quantum プレートセッターの設置作業は専門の技術者が行い

ます。この技術者は、レーザー システムの取り扱いや調整、プレートセッ

ターの機構や電気系統に関して訓練を受け、必要な認定を受けています。

主電源系統の切り離し

プレートセッターの下部リア パネルにはディストリビューション ボック

スがあり、メイン サーキット ブレーカーが入っています。また、リア パネ

ルの両側には電源オン／待機ボタン（黄色）があり、どちらを押しても機

能は同じです。 

ドラム電源およびドラム バキューム ポンプ電源については、専用のブレー

カーが主電源ブレーカーのそばにあります。

警告：専門技術者による設置作業が終わるまで、プレートセッターを電源につなが

ないでください。

警告：Magnus 400 Quantum プレートセッターに関する技術サービスができるのは、

必要な認定を受けたサービス担当者に限ります。

警告：Magnus 400 Quantum プレートセッターに MCU を装着する作業ができる

のは、必要な認定を受けたサービス担当者に限ります。

同様に、MCU を取り外す作業ができるのも、必要な認定を受けたサービス担当者に

限ります。

警告：主電源からの電力供給を完全に遮断するには、主電源ブレーカーを切る

（「0」にセットする）か、主電源のプラグをコンセントから抜く必要があります。
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空気圧の解除

空気圧をオフにするためには、給気を停止する必要があります。Magnus
400 Quantum は、側壁にあるフィルタ ユニットのバルブを通じて空気圧が

かかるようになっています。このバルブを閉じると給気が停まります。

基本的な安全対策、およびレーザー周辺の安全対策

基本的な安全対策、およびレーザー周辺の安全対策のセクションでは、次の

トピックについて説明します。

• サーマル イメージング レーザー ヘッド

• 筐体

• セーフティ インターロック

• 警告ラベル

プレートセッターには、プレートを露光するために、非常に危険度の高い

レーザー システムが組み込まれています。ただし、プレートセッター全

体は、レーザー安全基準 IEC60825-1 および USA 21 CFR 1040 に基づくク

ラス 1 レーザー製品です。オペレータおよびサービス エンジニアが「安

全上のご注意」を守って運用していただく限り、危険なレーザー光が洩

れることはありません。

警告：このマニュアルで指定されている以外のコントロールや調整を行ったり、

手順を実行すると、危険な放射線にさらされる可能性があります。

警告：レーザー光やその照射には、目に見えるものと見えないものがあり、いず

れも目や皮膚に深刻な影響を与えます。可燃性物質があれば火災につながる恐れも

あります。 ごくわずかのレーザー光が目に当たっただけでも、また、それが光沢

面／無光沢面からの反射光であっても、失明や視力低下に到ることがあります。

警告：不審な点がある場合は、認定サービス エンジニアが正常であることを確認

するまで、プレートセッターを操作しないでください。 



10  Magnus 400 Quantum Family 安全上のご注意

 

サーマル イメージング レーザー ヘッド

Magnus 400 Quantum の内部には、非常に危険度の高いサーマル イメージン

グ レーザー ヘッドが組み込まれています。ここには次の 2 種類のレーザー

発光体があります。 

• 書き込みレーザー（不可視）

• オート フォーカス用レーザー（可視、赤色）

書き込みレーザー光は、目には見えません（クラス IV、波長約 830 nm）。

書き込みレーザーのインターロック機構は、一般の作業者、サービス担当

者とも、決して解除しないでください。

オート フォーカス用レーザー光は赤色に見えます（クラス IIIB、波長約

670 nm）。

オート フォーカス用レーザーのインターロック機構は、認定サービス エンジ

ニアが解除する場合があります。その際には、サービス安全マニュアルに

記載された、安全な手順で実施することになっています。

警告：プレートセッターの電源がオンになっている間に設置場所に入らなければ

ならない場合、以下に説明する中に 1 つでも不審な点があれば、あらかじめプ

レートセッターの電源をオフにしてから入室してください。

警告： Creo サーマル イメージング ヘッドをプレートセッターの外部から、ある

いはドアやパネルを開いた状態で操作しないでください。また、レーザー安全機

構を解除しないでください。レーザー光が直接当たったり、光沢面／無光沢面から

反射して当たったりすると、失明や皮膚障害に到ることがあります。また、可燃

物があれば火災の恐れがあります。

危険：ごくわずかのレーザー光が目に当たっただけでも、また、それが光沢面／
無光沢面からの反射光であっても、失明や視力低下に到ることがあります。

危険： オート フォーカス用レーザーは、直接／間接を問わず、見ないようにして

ください。レーザー光が直接／間接に目に入ると失明の恐れがあります。
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筐体

レーザー インターロック機構とともに、レーザー光が洩れて周囲の人間に

害を与えないよう保護する働きがあります。外部ドア、外部パネル、内部

保護壁から構成されています。内部保護壁は、サービス エンジニアが取り

外すことがありますが、正しい位置にはめて使わなければならない旨の

警告ラベルが貼ってあります。内部保護壁は、プレートセッターの吸入／

排出トレイや換気口、外部扉とパネルの隙間などから、レーザー光が洩れ

るのを防ぐ働きがあります。適切に保護機能が働くためには、外部筐体に

内部保護壁を正しく取り付ける必要があります。

警告：いかなる場合でも、外部ドアや外部パネル、内部保護壁を、プレートセッ

ターから外さないでください。 

警告：保守サービス後、プレートセッターの電源をオンにする前に、サービス エン

ジニアは、外部ドアや外部パネル、内部保護壁がすべて完全で破損もなく、正しい

位置にあることを改めて確認する必要があります。

危険：筐体に損傷があると、プレートセッターをオンにしたとき、外部ドアが

閉じていても、数ワットの目に見えないレーザー光が洩れる恐れがあります。

レーザー照射は目や皮膚に深刻な影響を与えます。ごくわずかのレーザー光が目に

当たっただけでも、また、それが光沢面／無光沢面からの反射光であっても、失

明や視力低下に到ることがあります。

注意： 上面および前面のドアには、バネ式の開閉機構が組み込まれています。

扉を開ける際には、頭を扉に近づけないよう注意してください。

警告：開閉に専用の道具が必要なドアや保護壁、パネルを開けないようにしてく

ださい。サイド ドア（上部リア ドアが閉じている場合）、レーザー源の保護壁、

ディストリビューション ボックス、右サイド ドアの裏側にあるプリント配線板

などがこれに該当します。

警告：工具を使用しないでください。
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セーフティ インターロック

セーフティ インターロックは、プレートセッターのレーザーやその他の機械

部分の異常による危険から身を守るための、重要な手段です。ただし、その

安全機能を生かすためには、ここで解説している安全上の注意を守って

運用する必要があります。

インターロック スイッチは、次のような場合に、レーザー システムや、

ドラムその他のモーターの電源を切断するように設計されています。

• フロント ドア、上部リア ドア、サイド ドア、MCU の上部ドアが

開いたとき 

• リア パネル、下部フロント パネルが外れたとき

• MCU がプレートセッターから外されたとき

• MCU の左右のサイド カバーが外れたとき

• 認定サービス担当者であっても、書き込みレーザーのインターロックを

強制解除することはありませんが、オート フォーカス用レーザー、ド

ラム モーターや他の機械的インターロックについては、正しい手順に

従って解除することがあります。

次の表に、プレートセッターの各部分に施された安全対策に関する情報を

示します。オペレータは、インターロック スイッチの強制解除、強制解除

スイッチの作動、工具を使っての操作はしないでください。 

警告：プレートセッターや MCU 内部の部品や電線に触れた場合、セーフティ イン

ターロックがあっても、人体に高電圧が加わるのを防ぐことはできません。ただ

し、専用の工具がない限り、これらの部品に触れることはできないようになってい

ます。

警告：レーザー インターロックが働いてレーザー源を遮断するまでには、最大 2 秒
かかります。したがって、扉を開いた直後は、プレートセッター内部に触れない

ようにしてください。

警告：いかなる場合でも、インターロック スイッチの強制解除はしないでくだ

さい。
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プレートセッターのインターロック機構とその位置

MCU のインターロック機構とその位置   

プレートセッター上

の位置

機能 説明 サービス担当

者による強制

解除の可否

フロント ドア レーザー、モーターの停止 インターロック ス
イッチ（2 個）

不可

下部フロント パネル レーザー、モーターの停止 インターロック ス
イッチ（1 個）

不可

上部リア ドア レーザー、モーターの停止 インターロック ス
イッチ（2 個）

不可

上部リア ドア 右：モーターの稼動

左右同時：モーターとオー

ト フォーカス用レーザー

を稼動

解除スイッチ（2 個） 可

背面パネル レーザー、モーターの停止 インターロック ス
イッチ（1 個）

不可

プレートセッター

左ドア

レーザー、モーターの停止 インターロック ス
イッチ（1 個）

不可

プレートセッター

右ドア

レーザー、モーターの停止 インターロック ス
イッチ（1 個）

不可

MCU 上の位置 機能 説明 サービス担当

者による強制

解除の可否

左側の内部カバー レーザー、モーターの停止 レーザー インター

ロック スイッチ

（2 個）

不可

左側の内部カバー モーターの稼動 モーター インター

ロック スイッチ

（1 個）

可
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右側の内部カバー レーザー、モーターの停止 レーザー インター

ロック スイッチ

（2 個）

不可

右側の内部カバー モーターの稼動 モーター インター

ロック スイッチ

（1 個）

可

上部ドア レーザー、モーターの停止 レーザー インター

ロック スイッチ

（2 個）

不可

上部ドア モーターの稼動 モーター インター

ロック スイッチ

（1 個）

可

カセット トレイ モーター停止 モーター用磁力式イン

ターロック スイッチ

不可

警告：レーザー インターロックが働いてレーザー源を遮断するまでには、最大 2 秒
かかります。したがって、扉を開いた直後は、プレートセッター内部に触れない

ようにしてください。

危険：扉やパネルが開いた状態でインターロック スイッチを強制解除したり、何

らかの原因でインターロック機構が働かなくなったりすると、指をはさむなどの

機械的な危険があるばかりでなく、数ワット程度のレーザー光（可視／不可視）

が洩れる恐れがあります。レーザー照射は目や皮膚に深刻な影響を与えます。 ご
くわずかのレーザー光が目に当たっただけでも、また、それが光沢面／無光沢面

からの反射光であっても、失明や視力低下に到ることがあります。

注意：書き込みレーザー インターロック機構にはブザーがついています。動作に

異常があるとブザーが鳴り、書き込みレーザーは遮断されます。ただし、特にイン

ターロック スイッチ 1 つだけに異常が発生した場合などは、必ず検出できるとは

限りません。

警告：ブザーが鳴ったら直ちにプレートセッターを停止し、認定サービス エンジ
ニアが問題ないことを確認するまでは使わないようにしてください。

MCU 上の位置 機能 説明 サービス担当

者による強制

解除の可否
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警告ラベル

次のセクションでは、警告ラベルと、ラベルが貼られている位置を示し

ます。

警告ラベルが正しく貼られていることを確かめ、交換が必要ならばサー

ビス エンジニアに連絡してください。

警告ラベルは使用者およびサービス担当者の安全のためのものです。

警告を決して無視しないでください。

ラベル 1：382-00894A

注意：装置には地域に応じた言語の警告ラベルが貼ってあります。 

警告：表示言語が適切でない場合は、サービス エンジニアに連絡してください。
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ラベル 2：382-00960A

ラベル 3：382-01057A
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ラベル 4：382-01074A

ラベル 5：382-00986A

ラベル 8：382-00911A
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ラベル 10：382-00945A

ラベル 12：382-01008A

ラベル 16：382-01020A
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ラベル 19：382-01032A

374A7B678

374A9C009
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374A7B951 

382-01209A
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Magnus 400 Quantum の警告ラベルの位置

図 7：正面。ドアを開き、パネルを外してローディング トレイを引き出した状態

警告：保護パネルと内部カバーを外した状態で警告ラベルの位置を示している図が

いくつかあります。外すのに道具が必要なパネルやカバーは、一般の作業者は外さ

ないようにしてください。

#2

#2

#1

#10
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図 8：背面。上部ドアを開き、パネルを外してアンローディング トレイを引き

出した状態

#2

#10

#1

#10

# 8
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図 9：背面。パネルを閉じた状態

382-01209A

382-01209A

374A7B951

#12

#16

#19
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図 10：左サイド ドアを開いた状態

#2

#1

#2

#4

#1
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図 11：右サイド ドアを開いた状態

#2

#1

#1

#2

374A7B951

#3
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MCU の警告ラベルの位置

図 12：MCU の右サイド ドアを開いた状態

374A7B678 384A0C009 #10

#5
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図 13：MCU の左サイド ドアを開いた状態

図 14：MCU の右側面。右サイド ドア、上部ドアを開き、右側パネルを外した

状態

374A9C009

374A7B678

#10

#10

#2

#5



28  Magnus 400 Quantum Family 安全上のご注意

 

図 15：MCU。左サイド ドア、上部ドアを開き、内部左側パネルを外した状態

#10

#2
（内側）

#2

#2

#5

#10
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ドラムの安全対策

Magnus 400 Quantum プレートセッターの内部ではドラムが回転しています。

ロードされたプレートはドラムに巻きつき、その後露光、アンロードされ

ます。 

ドラムは通常、1 分間に 450 回転します。ドラムに物が当たると、回転に

つれてプレートセッター内部に入り込んで、安全装置、レーザー ヘッド

その他の故障の原因になります。また、強制的に上部ドアが開いたり、ド

アを貫通して飛び出したりすることがあります。

フロント ドア、上部リア ドア、MCU 上部ドアの開閉には、Magnus
Controller を使います。操作によりコイルに電流が通って磁界が生じ、ロッ

クが外れてドアが開きます。実際に開くまでに、ドラムはほとんど静止

しているはずです。 

回転するドラムに巻き込まれて怪我をする恐れがあるので、オペレータ、

サービス エンジニアとも、以下に説明する注意事項を守ってください。

警告：扉のロックが外れた後、ドラムが完全に静止するまでに 3 秒以上かかる

ようであれば、修理が必要です。電源を切り、サービス エンジニアに連絡して

ください。

警告：指や手をドラム付近に差し込まないようにしてください。隙間にはさまれて

抜けなくなる恐れがあります。

警告：プレートセッターの筐体内や上に、道具や部品などを置かないでください。

筐体内に入り込み、プレートセッターの安全システムを破損したり、作業者やサー

ビス担当者を危険にさらしたりする恐れがあります。

警告：いかなる場合でも、インターロック スイッチを強制解除しないでください。

警告：サービス エンジニアがドラムのインターロック機構を強制解除して扉を開

いた場合、プレートセッターの正面には立たないでください。また、動いている

部品には触れないでください。

警告：詰まったプレートを取り除くなどのためカバーを開く必要がある場合、ド

ラムその他の可動部品にはさまれることのないよう、衣服その他にも注意してく

ださい。ネクタイを外し、長い袖はまくり上げ、アクセサリーも外し、長い髪は

まとめてください。
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ユニバーサル デブリス キャビネット（UDRC）

UDRC はプレートセッターに接続されて、Magnus 400 Quantum の一部を

成します。プレートセッターの動作中、ほこりや煙、汚染物質、気化した

有機溶剤などが発生するので、これを濾過して取り除く装置です。

フィルタの交換はサービス エンジニアに依頼してください。

水冷システム

プレートセッターには、レーザー サーマル ヘッドを冷却するための水冷

システムが組み込まれています。一般の作業者が自分で整備できるような

箇所はありません。全体が密封されているので、冷却液が洩れることはな

いはずです。万一洩れている場合はプレートセッターの電源を切り、サー

ビス エンジニアに連絡してください。

プレートの取り扱い

警告：フィルタ装置は所定の技術安全規則に基づいて製造されています。ただし、

フィルタの取り扱いを誤ると、死傷事故や物的損害を引き起こす恐れがあります。 

危険：冷却液が洩れている状態で電源を入れると、感電や火災の恐れがあります。

注意： プレートは縁が鋭利なので、素手ではなく手袋をはめて取り扱ってくだ

さい。

注意： MCU に装着後はプレートに触れないでください。カセット トレイ（引き

出し）およびそのカバーを閉じると、プレートは自動的にロードされます。 
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露光の準備が整うと、プレートは自動的にロードされます。また、露光が

終わると、背面の排出トレイから自動的にアンロードされます。 

MCU を使う場合、プレートは 50 枚まで積み上げられ、かなりの重量に

なります。 

詰まったプレートの除去

プレートセッター内に詰まったプレートを取り除く際は、特に注意が必要

です。

プレートをカットしてしまうことなく、そのままの状態で取り除くように

してください。

警告：プレートは自動的にアンロードされるので、排出口の近くには立たないで

ください。

注意： カセット トレイ（引き出し）を閉じる際、指をはさまれないよう注意して

ください。

注意： プレートを積み上げる際は、怪我をしないよう特に注意してください。

警告：プレートを取り除く作業に先立ち、メイン サーキット ブレーカーにある

主電源をオフにしてください。

警告：プレートを取り除く際は、ドラムその他の可動部分にはさまれる恐れがある

ので、ネクタイやアクセサリーは外しておいてください。また、長い袖はまくり

上げ、長い髪はまとめておいてください。
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電源、給気管

リチウム電池

プレートセッターにはリチウム電池が使われています。この電池を使用

者が交換することはできません。認定サービス担当者に依頼してください。

警告：サービス エンジニアが設置した電源装置を交換しないでください。電源

コードの配線を変えないでください。給気管の位置を変えないでください。

警告：電池を正しく交換しないと爆発の恐れがあります。
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